
  　 　 　 　 　 　 　 　

1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

当事者・家族の問題解決のため、支援拠点病院を通じた相談支援を充実させる。

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

合計 2,378 2,372 2,371

成果目標の達成状況

項目

事業番号 05 08 07 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 高次脳機能障害支援普及事業高次脳機能障害支援普及事業高次脳機能障害支援普及事業高次脳機能障害支援普及事業
担

当

課

部局 健康福祉部

２　障がい者支援の充実 実施期間 H19 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（法令等義務）

【左記の説明、根拠法令等】

障害者総合支援法第78条第１項に規定される地域生活支援事業の都道府県必須事業

課・室 障がい者支援課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail shogai-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

県民との協働による実施： 実施は困難

目指す姿 高次脳機能障害者に対する診断、相談支援等の体制を確立し、家庭復帰や就労等に向けた支援を行う。

現状

（予算編成

時）

診断基準の定着が不十分で高次脳機能障害と診断されず必要な訓練やサービスを受けられなかったり、障がい特性により周囲の理解を

得られず精神的負担を抱える当事者・家族も多く、医療・福祉サービス・就労等について、ワンストップで対応可能な相談窓口が必要とさ

れている。

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

高次脳機能障害支援普及事業

委託

直接

支援拠点病院（桔梗ヶ原病院、佐久総合病院、健和会

病院）にコーディネーターを配置し、高次脳機能障害

者の社会復帰及び就労復帰に向けた相談支援を実施

委託先：支援拠点病院

2,378 2,372 2,371

2,612 2,378 2,371

合計（A) 2,482 2,371

27年度27年度27年度27年度 28年度

当初予算 2,461

補正予算 21

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの

財源

2,612 2,378

概　算

人件費

0.40 0.40 0.40 0.40

3,303

2,482 2,567 2,372

3,303

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

・継続的な啓発やHP等による情報発信により、支援拠点病院による相談体制の周知や、障がい特性に対する県民の理解促進に努める。

・当事者の家庭復帰や就労等の支援のため、支援拠点病院との共催による研修会等を通じて、医療、福祉関係者の理解を深める。

目標に対

する成果

の状況

支援拠点病院において、当事者・家族や医療・福祉関係の支援者からの医療・福祉サービス等の相談に応じるとともに、県内４か所で医

療関係者等を対象に高次脳機能障害者支援制度の研修会を行い相談体制の充実を図った。

 概算事業費（B（A）+C） 5,785 5,870 5,675 5,674

3,303 3,303

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

1,241 1,306 1,189 1,185

1,241 1,306 1,189 1,186


